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表

彰

昭
和
45
年
4
月
か
ら
平
成
16
年
2
月
18

日
ま
で
の
33
年
11
月
の
永
き
に
亘
り
、
内

談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
員
と
し
て
、

ま
た
平
成
11
年
7
月
か
ら
内
談
町
暴
走
族

根
絶
運
動
推
進
会
議
委
員
と
し
て
、
青
少

年
の
健
全
育
成
、
暴
力
行
為
の
排
除
並
び

に
交
通
安
全
活
動
の
普
及
推
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
更
に
昭
和
59
年
4
月
か
ら
は

本
部
副
隊
長
と
し
て
隊
員
の
指
導
と
育
成

に
努
め
、
地
域
社
会
の
防
犯
と
交
通
安
全

の
推
進
に
全
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

内
談
町
表
彰
条
例
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
条
例
・
町
民
文
化

活
動
賞
条
例
に
基
づ
き
、
十
一
月
三
日
文
化
の
日
に
表

彰
が
行
わ
れ
、
左
記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
46
年
内
談
町
相
撲
連
盟
設
立
と
同
時
に
、
役
員

と
し
て
活
躍
し
、
昭
和
51
年
か
ら
内
談
町
少
年
相
撲
教

室
の
指
導
者
と
し
て
、
全
国
大
会
に
入
賞
す
る
数
多
く

の
選
手
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
選
手
の
ス
カ
ウ
ト
、

発
掘
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
58
年
に
全
国

大
会
で
内
談
中
学
校
が
優
勝
し
た
と
き
に
は
、
コ
ー
チ

と
し
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
郡
体
育

祭
・
県
民
体
育
大
会
の
監
督
と
し
て
数
多
く
の
優
勝
に
貢
献
。
現
在
も
、
副
会
長
と
し

て
、
相
撲
協
会
を
牽
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

今村克博氏
（鶴ヶ丘）

（故）片山弘氏
（鶴ヶ丘）

平
成
元
年
2
月
か
ら
平
成
16
年
3
月
の

15
年
2
月
の
永
き
に
亘
り
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
、
人
権
の
侵
犯
と
監
視
救
済
、

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
多
大
な
る
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
63
年
4
月

か
ら
平
成
2
年
3
月
ま
で
の
2
年
間
に
亘

り
、
鶴
ヶ
丘
東
町
会
長
と
し
て
、
町
会
の

自
治
運
営
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
地

域
住
民
と
の
融
和
と
親
睦
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

奥野武雄氏
（鶴ヶ丘）

福
祉
賞

自
治
振
興
賞

産
業
賞

平
成
5
年
7
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
11
年
1
月
の
永
き
に
亘
り
、
内
談
町
農

業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
町
の
農
業
の
振

興
・
発
展
、
農
業
経
営
の
安
定
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
51
年

6
月
か
ら
平
成
4
年
5
月
ま
で
の
12
年
に

亘
り
、
内
談
町
商
工
会
理
事
と
し
て
地
域

産
業
の
振
興
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

飯田 氏
（宮坂）

昭
和
52
年
12
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
26
年
9
月
の
永
き
に
亘
り
、
内
談
町
民

生
児
童
委
員
と
し
て
社
会
的
弱
者
の
人
々

の
心
の
支
え
に
な
る
と
と
も
に
、
平
成
6

年
8
月
か
ら
は
内
談
町
民
生
児
童
委
員
協

議
会
の
会
長
と
し
て
、
委
員
の
資
質
向
上

に
努
め
ら
れ
、
本
町
の
地
域
福
祉
及
び
社

会
福
祉
の
推
進
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
７
年
に
は
内
談
町

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
に
、
平
成
13
年
に

は
内
談
町
福
祉
会
の
評
議
員
に
就
任
さ
れ
、

現
在
に
至
る
ま
で
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

宮野正治氏
（大学）

平成16年度内談町表彰

体
育
功
労
賞
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表

彰

吉田勝哉（テニス）
北川大珠（空手）
金山 空（空手）
中佐武尊（陸上）
北 正弥（野球）
中井 諒（野球）
丸一雄大（柔道）
松岡裕太郎（卓球）
木谷光志（卓球）
示野由顕（弓道）
番作貴幸（サッカー）
加藤卓矢（サッカー）
城田俊平（サッカー）
脇田智志（サッカー）
平泉 徹（サッカー）
小針享四朗（サッカー）
荒木大介（ゴルフ）

◯高校・大学生
井下貴裕（野球）
紙谷 進（野球）
干場佑輔（野球）
藤岡和也（野球）
高真紗代（剣道）
山路佳奈（剣道）
田代裕也（卓球）
宮田由貴（テニス）
横山昇吾（水泳）
丸一優美（水泳）
川田彩夏（弓道）
長谷川亜希（弓道）

山口綾香（弓道）
上野智美（弓道）
宮村太郎（レスリング）
宮下明由美（ホッケー）
中西功一（剣道）
藤田涼香（剣道）
中居貴光（卓球）
飯田健太郎（卓球）
兼井彩子（水泳）
村上克宏（水泳）
小野沙裕子（スキー）
吉野香純（チアリーディング）

◯一般
神田 淳（剣道）
得道 茜（バスケットボール）
横川茉美（バスケットボール）
西川由紀子（バスケットボール）
古村哲治（バスケットボール）
永山亮一（バスケットボール）
助田有二（バスケットボール）
本山 充（バスケットボール）
得道勝彦（バスケットボール）
上田文夫（バスケットボール）
錦野匠一（サッカー）
中村友和（サッカー）
吉田貴宏（サッカー）
礪波 茂（陸上）
向 重吉（空手）
濱邊裕恵（スキー）
野村晴彦（自転車）

小西寛子（ボウリング）
細野とし子（ボウリング）
小西真知子（ボウリング）
石田恵子（テニス）
西谷幸枝（卓球）
丸岡秀夫（テニス）
丸一泰雅（水泳）
島野佑介（水泳）
北川千明（水泳）
喜多史彦（水泳）
酒井由紀恵（水泳）
酒井雅之（水泳）
南加代子（水泳）
得西司津子（水泳）
中居典子（水泳）
甲野三郎（水泳）
焼田幸子（水泳）
柚木惠美子（水泳）
尾本英臣（水泳）
宮村和子（水泳）

●団体
内談中学校陸上競技部
金沢医科大学サッカー部
内談愛好会
内談町空手道協会
内談町相撲連盟
内談SV愛好会（ファミリー）
内談SV愛好会（メンズ）

●個人（一般）
唐見実世子（自転車）

●個人
◯小・中学生
神田 遼（バドミントン）
山崎貴大（水泳）

◯高校・大学生
森川 一（相撲）

◯一般
油木 恵（トランポリン）
喜多 喬（相撲）
山上慈明（相撲）
西村潤一（スキー）
松川 衞（弓道）
野畠多惠子（弓道）

●団体
内談中学校弓道部

●個人
◯小・中学生
久瀬陽一郎（テニス）

国際スポーツ賞

スポーツ賞

スポーツ奨励賞

昭
和
53
年
弓
道
協
会
に
入
会
、
協
会
の
運
営
に
寄
与
す
る
一
方
、

郡
体
育
祭
、
県
民
体
育
大
会
の
町
代
表
選
手
と
し
て
幾
度
の
入
賞

に
輝
き
、
県
代
表
選
手
と
し
て
は
、
平
成
6
年
わ
か
し
ゃ
ち
国
体

（
愛
知
県
）の
準
優
勝
、
平
成
10
年
全
国
健
康
福
祉
祭
愛
知
大
会
3

位
、
平
成
15
年
全
国
健
康
福
祉
祭
徳
島
大
会
優
勝
等
、
上
位
入
賞

に
導
く
主
力
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
60
年
代
よ
り
婦
人
弓
道
教
室
の
運
営
、
指
導
等
や
毎
年
開
催
し
て
い
る
弓
道
教
室
の
講
師
、

中
学
校
弓
道
部
の
講
師
等
を
勤
め
ら
れ
、
町
弓
道
競
技
の
振
興
、
底
辺
の
拡
大
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
本
年
8
月
東
京
で
行
わ
れ
た
第
1
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会
に
お
い
て
、
中

学
校
弓
道
部
が
団
体
男
子
の
部
で
準
優
勝
に
輝
い
た
の
も
、
平
成
15
年
度
よ
り
中
学
校
主
任
講
師

と
し
て
指
導
に
当
た
ら
れ
た
氏
の
功
績
に
よ
る
所
、
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

野畠多惠子氏
（鶴ヶ丘）

昭
和
52
年
に
内
談
町
謡
曲
協
会
が
発
足
し
て
以
来
、
現
在
ま
で

26
年
間
に
わ
た
り
、
副
会
長
と
し
て
協
会
の
運
営
、
普
及
活
動
、

指
導
等
に
献
身
的
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
ア
カ
シ
ア

公
民
館
で
教
室
を
開
き
、
謡
曲
を
通
じ
て
地
域
を
は
じ
め
町
民
の

文
化
芸
能
の
輪
を
広
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
57
年
か
ら
20
年
間
に
わ
た
り
、
内
談
町
文
化
協
会
の
理
事

と
し
て
町
の
芸
術
文
化
の
発
展
に
努
め
、
総
合
文
化
祭
な
ど
各
種
行
事
の
企
画
・
運
営
等
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

他
方
、
内
談
町
老
人
会
連
合
会
会
長
や
内
談
中
央
体
操
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
各
種
団
体
で
の
活
動

も
続
け
な
が
ら
、
高
齢
者
を
中
心
に
幅
広
く
生
涯
学
習
の
推
進
に
取
り
組
ま
れ
、
寸
暇
を
惜
し
ま

ず
多
方
面
に
わ
た
り
積
極
的
に
活
躍
さ
れ
る
姿
は
、
他
の
協
会
員
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入口外與作氏
（アカシア）

本
町
の
美
術
文
化
の
発
展
を
め
ざ
し
、
内
談
町
絵
画
工
芸
協
会

の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
昭
和
59
年
の
同
協
会
設
立
以
来
、
副
会
長

と
し
て
協
会
の
運
営
、
普
及
活
動
等
に
献
身
的
に
努
め
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
6
年
に
は
、
絵
画
部
門
を
内
談
町
絵
画
協
会
と
し
て
独

立
、
創
設
さ
れ
、
以
来
、
同
協
会
会
長
と
し
て
、
各
種
行
事
の
企

画
か
ら
美
術
指
導
ま
で
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
日
展
入
選
を
は
じ
め
、
一
水
会
、
現
代
美
術
展
に
お
い
て
度
々
入
賞
さ
れ
、
ま
た
、

県
美
術
文
化
協
会
会
員
、
現
代
美
術
展
嘱
託
作
家
と
し
て
、
県
内
の
芸
術
文
化
向
上
に
も
努
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
内
談
町
文
化
協
会
で
は
、
昭
和
63
年
か
ら
理
事
、
事
務
局
長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
15
年

か
ら
副
会
長
と
し
て
町
の
芸
術
文
化
の
発
展
に
努
め
、
内
談
町
美
術
展
、
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
、
総

合
文
化
祭
な
ど
の
企
画
・
運
営
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

杉村雄二郎氏
（向粟崎）

町
民
文
化
活
動
賞

体
育
功
労
賞
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国
際
友
好
都
市
交
流

平
成
16
年
度

内
談
町
小
中
学
生
呉
江
市
派
遣
団
員

団
長

教
育
委
員
長

打
越

伸
二

副
団
長

西
荒
屋
小

直
江

義
弘

内
談
中
3
年

北
村

彩
乃

内
談
中
3
年

福
島

あ
い
り

内
談
中
3
年

岡
山

愛
美

内
談
中
3
年

堀
間

な
ぎ
さ

内
談
中
3
年

上
前

友
里

向
粟
崎
小
6
年

片
山

実
可
子

向
粟
崎
小
6
年

原

円
香

清
湖
小
6
年

得
木

良
平

清
湖
小
6
年

田
中

優
衣

鶴
ヶ
丘
小
6
年

船
本

真
美

鶴
ヶ
丘
小
6
年

道
村

泰
己

大
根
布
小
6
年

日
下

葵

大
根
布
小
6
年

林

あ
り
さ

西
荒
屋
小
6
年

中
新

安
奈

西
荒
屋
小
6
年

北

も
え
の

引
率

内
談
中

西
川

満

引
率

大
根
布
小

山
下

雅
美

引
率

町
教
委

長
谷
川
万
里
子

平
成
16
年
9
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
の
7

日
間
に
わ
た
り
、
町
内
小
中
学
生
15
名
か
ら

な
る
内
談
町
代
表
使
節
団
が
国
際
友
好
都
市

で
あ
る
中
国
呉
江
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
海
外
、
初
め
て
の
中
国
と
い
う

子
ど
も
た
ち
の
不
安
と
期
待
の
入
り
混
じ
っ

た
旅
は
、
呉
江
市
側
の
熱
烈
な
歓
迎
に
よ
り

終
始
笑
顔
と
歓
声
に
つ
つ
ま
れ
た
1
週
間
と

な
り
ま
し
た
。

万
里
の
長
城
や
天
安
門
広
場
、
故
宮
と
い

っ
た
世
界
的
な
文
化
遺
産
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
で
、
中
国
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

や
歴
史
の
重
み
に
感
動
し
、
ま
た
町
内
各
校

と
友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る
学
校
を
訪
問
し

た
際
に
は
『
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
花
（
中

内
談
町
小
中
学
生
友
好
訪
中
団

国
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
）』を
披
露
し
た
ほ
か
、
ゲ

ー
ム
や
英
語
劇
を
通
じ
呉
江
市
の
小
中
学
生

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

そ
し
て
参
加
者
が
口
を
揃
え
て
印
象
深
か

っ
た
と
い
う
の
が
中
国
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
。
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
受
入
れ
家
族
の
温
か
い
歓
迎
も
あ

り
、
漢
字
を
使
っ
て
の
筆
談
や
か
た
こ
と
の

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
呉

江
市
の
同
年
代
の
子
ど
も
と
楽
し
く
交
流
が

で
き
ま
し
た
。

小
中
学
生
と
い
う
多
感
な
時
期
に
、
日
本

と
は
違
う
習
慣
や
中
国
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、

人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
の
今
後
の
大
き
な
財
産
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

中国呉江市
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国
際
友
好
都
市
交
流

平
成
5
年
10
月
の
内
談
町
と
中
国
江
蘇
省
呉
江
市
と
の
国
際
友
好
都
市
提

携
を
受
け
、
翌
平
成
6
年
10
月
の
一
周
年
に
内
談
町
代
表
団
の
一
員
と
し
て

呉
江
市
を
訪
問
、
経
済
分
野
に
お
け
る
友
好
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
呉

江
市
の
企
業
研
修
生
受
け
入
れ
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
7
年
に
は
内
談
町
商
工
会
会
長
と
し
て
自
ら
呉
江
市
に
出
向

か
れ
、
第
1
次
研
修
生
の
受
け
入
れ
調
印
式
に
出
席
、
呉
江
市
人
民
政
府
と

の
友
好
関
係
を
築
か
れ
る
一
方
、
内
談
町
商
工
会
と
し
て
呉
江
市
の
企
業
研

修
生
（
1
年
目
）
・
実
習
生
（
2
年
目
）
の
受
け
入
れ
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

以
降
、
積
極
的
に
第
2
次
・
第
3
次
・
第
4
次
の
研
修
生
・
実
習
生
の
受

け
入
れ
を
行
う
な
ど
、
着
実
に
呉
江
市
と
の
信
頼
関
係
の
輪
を
広
げ
ら
れ
る

中
で
、
真
の
国
際
友
好
交
流
を
体
現
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
経
済
分
野
に
お
い
て
、
両
市
町
の
友
好
交
流
発
展
へ
の
多
大
な
る

貢
献
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
呉
江
市
人
民
政
府
よ
り
本
出
彌
治
則
氏
に
対
し

「
呉
江
市
栄
誉
市
民
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

国
の
国
際
化
が
進
展
す
る
中
で
、
内
談
町
は
国
際
的
文
化
学
園
都
市
の
形

成
を
目
指
し
、
町
議
会
と
と
も
に
積
極
的
に
国
際
交
流
事
業
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
来
ま
し
た
。

平
成
4
年
、
内
談
町
は
金
沢
市
の
友
好
都
市
、
江
蘇
省
蘇
洲
市
に
隣
接
す

る
呉
江
市
が
主
産
業
が
絹
織
物
と
い
う
こ
と
、
太
湖
と
い
う
湖
沼
に
面
し
た

自
然
環
境
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
経
済
力
や
文
化
意
識
の
高
さ
な
ど
の
類
似

点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
市
と
友
好
交
流
の
絆
を
結
ぶ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

齋
藤
惠
三
前
助
役
は
、
こ
う
し
た
町
意
を
体
し
、
平
成
5
年
10
月
の
呉
江

市
に
お
け
る
内
談
町
と
呉
江
市
と
の
国
際
友
好
都
市
提
携
の
調
印
実
現
に
尽

力
す
る
と
と
も
に
、
調
印
後
は
内
談
町
と
呉
江
市
と
の
行
政
・
教
育
・
文
化
・

経
済
の
各
般
に
亘
る
国
際
交
流
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
内
談
町
と

呉
江
市
の
今
日
に
至
る
強
い
信
頼
と
友
好
関
係
の
構
築
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

呉
江
市
人
民
政
府
は
、
こ
れ
ら
両
市
町
の
友
好
交
流
の
発
展
に
尽
力
し
た

同
氏
の
功
績
を
称
え
、
齋
藤
惠
三
前
助
役
に
対
し
「
呉
江
市
栄
誉
市
民
」
の

称
号
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

内談町

本出　彌治則氏齋藤　惠三氏



2004.11.5.（6）

臨
時
会
＆
町
長
選

1月23日（日）は内談町長選挙の投票日です。

県選挙管理委員会が指定した病院、老人ホームなどに入院または入所されている

方は、そこで不在者投票をすることができます。なお、手続きの関係上なるべくお早

めに病院長などにお申し出ください。

平成17年2月10日に任期満了を迎える内談町長選挙が1月23日に行われます。

内談町長選挙は、住民の生活に最も直結した選挙です。権利を放棄することなく

1票を大切にし、投票日には必ず投票しましょう。

身体障害者（両下肢もしくは体幹、移動機能の障害にあっては1級・2級。心臓、

じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障害にあっては1級・3級）、戦傷病者ま

たは介護保険法に規定する要介護5の認定を受けた選挙人で、町選挙管理委員会よ

り郵便投票証明書の交付を受けている方は郵便による不在者投票を行うことができ

ます。

また、自筆が困難と認められる選挙人については、あらかじめ届け出た代理記載

人による代理記載も可能となります。

現在交付を受けている選挙人の方はその有効期限をご確認いただき、新たに交付

を希望される選挙人の方は該当要件、申請の手続等について町選挙管理委員会にお

問い合わせください。

※郵便投票証明書の交付を受けている方でも、郵便投票による不在者投票用紙等

の請求については各選挙ごとの請求になりますのでご注意ください。

郵便による不在者投票について

指定病院などにおける不在者投票について

内談町長選挙で投票できる人
昭和60年1月24日以前に生まれた人

平成16年10月17日以前に内談町へ転入届をし、引き続き3ヶ月間住

所を有している人

年齢要件

住所要件

1月23日（日）は内談町長選挙の投票日です。

平成16年第1回内談町議会臨時会
第1回内談町議会臨時会が10月25日に開催され、慎重審議の結

果、提出議案が可決されました。

また、投票による選挙により、新たに野村輝久氏が副議長に就任

しました。

○一般職員の給与に関する条例の一部改正

・人事院勧告を尊重した、寒冷地手当の廃止及び経過措置を講ずるた

めの所要の改正

条例の改正に関する議案

提出議案

町議3期、
開発特別委員長、
文教福祉常任委員長、
総務常任委員長を歴任

内談町議会副議長

野
の

村輝久
むらてるひさ

氏

みんなの一票を大切に！
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河

北

潟

河北潟環境学習会の受講生を募集

講師に環境コンサルタントの大嶽隆

氏を迎え、ワークショップを通じて、自

然環境について考えます。また事例発

表や展示などから自然環境の尊さ、大

切さを考えます。皆様のご参加をお待

ちしております。

主催 内談町連合婦人会

内談町壮年会協議会

問い合わせ 生涯学習課

内談町では、ごみのない美しい生活環境の実現を目指して、町民、

事業者及び町が一体となって取り組む「環境美化条例」を定めて

います。また、その啓発のため、毎年小中学生を対象に「環境美化

ポスターコンクール」を実施しています。

今年度は「河北潟水質浄化」をテーマに作品を募集し、55点の

応募の中から下記の方々が入賞しました。最優秀作品を図案化し

てポスターを作成し、町内の各所に掲示する予定をしております。

なお、応募された作品は11月28日まで、役場の玄関ロビーに

展示いたしますのでご覧ください。

町民フォーラム

あなたの町はどんな町？
鳥の目で、魚の目で、
そして子どもの目で、
身近な自然を再発見！

内談役場町民ホール

11月28日（日）午後1時30分～4時

最優秀賞
清湖小学校 5年 山本 真央

優秀賞
向粟崎小学校1年 滝 愛莉

大根布小学校3年 中村英莉沙

向粟崎小学校6年 中宮 啓貴

大根布小学校4年 甲野真莉子

内談中学校 2年 小畠 優香

内談中学校 3年 高道 公平

入選
向粟崎小学校2年 吉野 貴史

鶴ヶ丘小学校3年 藤田由理子

西荒屋小学校2年 山本 美海

向粟崎小学校5年 畑 里佳

向粟崎小学校6年 米田 月香

大根布小学校6年 中嶋 沙紀

内談中学校 2年 行野 有香

内談中学校 2年 湯浅 頌子

最優秀賞に輝いた山本真央さんの作品
『きっとかなうよ河北潟の夢』という標語と潟の周りで
楽しそうに遊ぶ牛や鳥たちの姿が印象的です。

おおたけたかし

前回9月、10月の「河北潟の成り立ち」「河北潟の生

態系と動植物」に引き続き環境学パート を下記のと

おり開講して町民と共に“河北潟の環境について”考

えたいと思います。

町民の皆様、多数のご参加をお待ちしております。

テーマ 「河北潟の水質」

講師

金沢大学 工学部土木建設工学科

助教授 池本良子氏

日時

平成16年11月30日（火）

午後7時30分

場所

内灘町役場 3階 301会議室

その他

受講無料

問い合わせ先

町民部町民生活課 環境対策室

牲286－6701



二
ひ
き
の
蛙
は
話
が
合
う
よ
う
で
「
ね
」「
ね
」
と

会
話
が
続
い
て
い
く
。

こ
の
頃
心
平
も
寒
空
に
お
腹
を
す
か
せ
て
、
東
京
・

早
稲
田
の
星
の
う
つ
る
田
圃
の
へ
り
を
歩
き
な
が
ら
、

彼
の
同
族
で
あ
る
蛙
の
つ
ぶ
や
き
を
聞
い
た
。

昭
和
六
十
三
年
の
十
一
月
十
二
日
、
草
野
心
平
は
八

十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、
通
夜

の
晩
、
落
葉
を
分
け
て
蛙
が
一
ぴ

き
、
お
別
れ
に
来
た
そ
う
だ
。
ふ

つ
う
は
も
う
冬
眠
に
入
っ
た
こ
ろ

な
の
だ
が
。』

（「
う
た
は
め
ぐ
る
」
わ
す
れ
ら
れ

な
い
四
季
の
詩
歌

高
橋

順
子

文
藝
春
秋
刊
）

※

高
橋

順
子
は
詩
人
。
詩
集

「
海
ま
で
」「
花
ま
い
ら
せ
ず
」エ
ッ

セ
イ
集
「
け
っ
た
い
な
連
れ
合
い
」

他
多
数
。
な
お
、
夫
（
連
れ
合
い
）

は
小
説
家
の
車
谷
長
吉
氏
。
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図
書
館
情
報

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

心こ
こ
ろ
の
扉

と
び
ら

を
ひ
ら
く
本ほ

ん

と
の
出
会

で

あ

い

笹
倉

さ
さ
く
ら

剛
つ
よ
し

「
超
能
力

ち
ょ
う
の
う
り
ょ
く

」
か
ら
「
能
力

の
う
り
ょ
く

」
へ

村
上

む
ら
か
み

龍
り
ゅ
う

百
歳

ひ
ゃ
く
さ
い

ま
で
の
生い

き
方か

た

久
野

く

の

幸さ
ち

子こ

こ
こ
ろ
の
ほ
つ
れ
、な
お
し
屋や

さ
ん
。

村
中

む
ら
な
か

李
衣

り

え

日に

本ほ
ん

夜や

景け
い

遺い

産さ
ん

丸
々

ま
る
ま
る

も
と
お

元げ
ん

気き

が
出で

る
「
美び

・
健け

ん

・
食

し
ょ
く

」

ジ
ェ
ニ
ー
牛
山

う
し
や
ま

脳の
う

を
刺し

激げ
き

し
て
若
返

わ
か
が
え

る
57
の
方
法

ほ
う
ほ
う

米
山

よ
ね
や
ま

公
啓

き
み
ひ
ろ

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
く
れ
た
贈お

く

り
物も

の

佐
々
木

さ

さ

き

華は
な

子こ

母は
は

に
歌う

た

う
子こ

守
唄

も
り
う
た

落
合

お
ち
あ
い

恵け
い

子こ

愚お
ろ

か
者も

の

車
谷

く
る
ま
た
に

長
吉

ち
ょ
う
き
つ

も
だ
ん
時じ

代
小
説

だ
い
し
ょ
う
せ
つ

シ
リ
ー
ズ
15
巻か

ん

〔
大
活

だ
い
か
つ

字じ

版ば
ん

〕

尾お

崎
秀

ざ
き
ほ
つ

樹き

（
監
修

か
ん
し
ゅ
う

）

（
C
D
・
ビ
デ
オ
）

お
や
こ
寄
席

よ

せ

／
ラ
イ
ブ
／
10
巻か

ん

桂か
つ
ら

文ぶ
ん

我が

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ツ
ア
ー
ズ（
世せ

界
各
国

か
い
か
っ
こ
く

観
光

か
ん
こ
う

ビ
デ
オ
）34
巻か

ん

文
藝
春
秋

ぶ
ん
げ
い
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

＊
他
に
も
多
数
の
本
が
、
入
り
ま
し
た
。

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
図
書
の
検
索
、
予
約
が
で
き

ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に

は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

牲
２
８
６
―
１
９
３
０

FAX
２
８
６
―
１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

図
書
館
情
報

●
『
日
本
の
奇
勝
百
景
』

中
西

栄
一

著

氷
河
期
か
ら
の
風
雪
に
耐
え
抜
い
た
奇
岩
怪
石
を

紹
介
す
る
。
長
年
の
自
然
の
力
に
よ
っ
て
創
り
出
さ

れ
た
天
然
記
念
物
な
ど
、
心
に
残
っ
た
奇
勝
の
数
々

の
写
真
を
ま
と
め
た
1
冊
。
著
者
は
、
他
に
写
真
集

「
日
本
の
滝
2
0
0
選
」
を
出
版
し
て
い
る
。

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本

●
『
手
紙
の
力
』

片
山

一
弘

著

黒
沢
明
、
手
塚
治
虫
、
松
本
清
張
、
松
下
幸
之
助

な
ど
、
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
人
物
が
、
送
り
、
そ

し
て
送
ら
れ
た
手
紙
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物

像
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
活
躍
し
た
時
代
に
も
目
を

向
け
、
鮮
や
か
に
蘇
ら
せ
る
1
冊
。

●
『
ス
ー
パ
ー
・
パ
テ
ィ
シ
エ
辻
口
博
啓
の
魅
惑

の
コ
ー
ヒ
ー
・
ス
イ
ー
ツ
』
辻
口

博
啓

著

芳
醇
な
香
り
と
コ
ー
ヒ
ー
の
効
用
を
ま
る
ご
と
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
粉
、
カ
フ
ェ
リ
ー
ヌ
で
作
る
お

菓
子
、
コ
ー
ヒ
ー
ス
イ
ー
ツ
の
レ
シ
ピ
集
。
た
く
さ

ん
の
魅
力
的
な
ス
イ
ー
ツ
を
紹
介
す
る
。
著
者
は
菓

子
の
世
界
大
会
で
優
勝
な
ど
多
く
の
賞
を
獲
得
し
て

い
る
。
実
家
は
石
川
県
七
尾
市
の
元
和
菓
子
屋
。

◎
土
曜
お
は
な
し
会

毎
月
、
第
二
土
曜
日
に
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

絵
本
や
紙
芝
居
を
、
親
子
で
聞
き
に
き
ま
せ
ん
か
？

日
時

11
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

場
所

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

◎
配
達
貸
出
サ
ー
ビ
ス

今
月
よ
り
、
高
齢
の
方
や
、
障
害
者
で
来
館
が
困
難

な
方
へ
の
配
達
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ご
希
望
の
方
は
事
前
の
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
細
は
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
ブ
ッ
ク
・
リ
サ
イ
ク
ル

内
談
総
合
文
化
祭
に
あ
わ
せ
て
、
図
書
館
の
古
く
な

っ
た
本
や
雑
誌
等
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
1
人
10
冊

ま
で
無
料
で
す
。
掘
り
出
し
物
が
あ
る
か
も
？

探
し

に
き
ま
せ
ん
か
？

日
時

11
月
7
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時

場
所

内
談
町
文
化
会
館

お
知
ら
せ

『
蛙
の
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
た
草
野
心
平
に
「
秋
の
夜

の
会
話
」
と
い
う
詩
が
あ
る
が
、
蛙
の
会
話
で
あ
る
。

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
か
ア
マ
ガ
エ
ル
か
。
こ
の
詩
は
ゆ
っ

く
り
と
間
を
と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。『
第
百
階

級
』（
昭
和
三
年
刊
）
所
収
。



消
防
だ
よ
り
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火災・救急・救助は

119番

火災等情報案内

286－1999
（ケーブルテレビ9ch副音声）

標
語

「
火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に

き
い
て
み
て
」

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
、
火
災
予
防
の
よ
り
一
層
の
普
及
と
、
火
災
に
よ

る
死
傷
者
の
発
生
や
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
事
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
寒
く
な
り
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具

を
多
く
使
い
ま
す
。
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
等

が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
火
の
取
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
防
火
指
導
等
の
行
事
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

尚
、
十
二
時
、
十
七
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋
季
火
災
予
防
運
動

「
十
一
月
九
日
（
火
）
〜

十
一
月
十
五
日
（
月
）」

ご
存
知
で
す
か
？

火
災
時
の
情
報
案
内

内
談
町
消
防
本
部
で
は
町
内
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
い
ち
早
く
情
報
を
提

供
す
る
た
め
火
災
の
発
生
場
所
等
（
地
区
名
）
を
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
二
八
六
―

一
九
九
九
）
で
情
報
と

し
て
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
沢
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
の
「
と
き
め
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
」（
9
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

の
副
音
声
で
も
、
同
様
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

火
災
発
生
時
に
は
、
一
般
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
は
混
雑
し
て
不
通
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
一
九
番
の
通
報
は
落
ち
着
い
て
正
確
に

火
災
や
救
急
救
助
の
情
報
が
迅
速
・
正
確
に
消
防
署
へ
通
報
さ

れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
十
一
月
九
日
を
「
一
一
九
番
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

一
一
九
番
通
報
は
、
一
般
の
電
話
と
違
い
緊
急
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
気
が
動
転
し
て
、
上
手
に
場
所
な
ど
を
伝
え
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

通
報
内
容
は
す
べ
て
消
防
職
員
が
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
通

報
は
、
あ
わ
て
ず
に
、
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り
と
答
え
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
電
話
機
の
そ
ば
に
、
一
一

九
番
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
貼
っ
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①電話機の1・1・9をプッシュする。
②火災ですか、救急ですか。
（火災・救急の区別をする）
例「火災です」「救急です」
③場所はどこですか？
目標になるものはありますか。
例「○○丁目の○○番地です」「○○小
学校の前です」
④お名前は。
例「○○です」
⑤電話番号は。
例「2○○－○○○○」
⑥状況はどうですか。
例「私の家の台所が燃えています」「子
供がケイレンを起こしています」「乗用
車同士の事故でケガ人が2名います」

その他、男性・女性の区別、年齢等も
聞きますので、一つ一つ確実に答えまし
ょう。
※携帯電話で内談町内から119番通報
した場合は、一旦金沢市消防本部に入っ
た後、内談町消防本部に転送されるシス
テムとなっています。

119番通報マニュアル

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
―

三
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

四
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

製
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消

火
器
等
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

11月に入ると､オーストラリアは段々暑くなります
（オーストラリアは南半球にあるから、季節は反対
です）｡そろそろクリケット（Cricket）のシーズン
が始まります。皆さん、クリケットというスポーツ
を聞いたことありますか？ クリケットはサッカー
に次いで､競技人口が世界第2位のスポーツです｡イギ
リス､オーストラリア､ニュージーランド､南アフリカ
共和国､インド､スリランカ､パキスタン､ジンバブエ
などたくさんの国で楽しまれています｡
クリケットのやり方は、野球に似ているけど､ルー

ルとグラウンドは全然違います｡まず､11人づつの2
つのチームは､楕円形のフィールド（Field）で守備
側と攻撃側に分かれて､得点を競います。フィールド
の真中にピッチ（Pitch）と呼ばれる長方形の場所が
あり､ピッチの両端においてある三本の棒が挿したも
のがウィケット（Wicket）です｡ボールを投げる人
ボウラー（Bowler）は、ウィケットを倒してアウト
にすることを目指します。野球のようなベースがなく、
打者バッツマン（Batsman）2人はウィケットを守
りながら、うまくボールを打つと､ピッチ上をお互い
に交差しながら走って得点します｡三振という事もな
く､バッツマン自身が判断して、アウトになる危険性
が高いなら､走る必要がありません｡
また機会があれば、詳しく説明します｡11月14日に、
県内の英語の先生方が内談町でクリケットの試合を
する予定です｡興味がありましたら､一緒にしてみま
せんか？

時間 午後1:30 から5:00頃終わり
場所 勤労者体育センター

天気が良かったら、グランドゴルフ場

9月25、26日に琵琶湖の近くの大津で全国ボランテ
ィアフェスティバルびわこが開催され、私も河北地
域ボランティア連絡会の皆さんと一緒に参加しました｡
フェスティバルの開会式では、清子内親王殿下がご
挨拶をなさり、日本のprincessは、とても優しい感
じがすると思いました｡
今回のフェスティバルは、社会福祉、国際交流､障

害者の支援、観光、町作り、自然保護､環境教育など
の関係でボランティア活動をしている人達の集まり
でした。日本でもこのような多くの人がボランティ
ア活動をしているのに､とても感動しました｡差別を
せず､いろいろな人達を支え､良い社会や環境､生活を
作るために､各分野でボランティア活動をしている人
達を､私は尊敬しております｡
河北地域ボランティア連絡会の皆さまには、良い

体験をさせていただきありがとうございました｡また
このような集まりがありましたら、是非一緒に参加
したいと思います｡皆さんもよろしかったら、このよ
うなボランティア活動に参加してみませんか？

フィールド（Field）

ピッチ（Pitch）
フィールダー

ボーラー
ウィケット
キーパー

フィールダー

フィールダー

ピッチの両端にある、
ウィケットが配置され
たスペース。
ボウラーはこのクリ

ースを踏み越えないよ
うに投球を行います。

グラウンドの中央に
位置する長方形のスペ
ース。
ここで投球や打撃が

行われます。

ピッチの両端に
置かれる3本の
柱のことです。
投手による投球
等でこれを倒さ
れると打者はア
ウトになります。

ウィケット
（Wicket）

クリース（Crease）

ピッチ（Pitch）
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食

育

今はさんまが「旬」なんだよ。
旬の食べ物は栄養たっぷりで
おいしいんだ

買い物に行ったら
さんまが安かったよ！

このサラダは
私がつくったのよ

シリーズの3回目は『食べ物の味がわかる力』、『元気な体がわかる力』のお話です。
自分の体の一番元気な状態がわかり、常に健康でいられるように体をコントロール

できる力を身につけ、その力が備われば食材の「味」や「おいしさ」が自然とわかる
ようになります。
みなさんはお腹がすいていて“イライラ”したことはありませんか？ ごはんを食

べずに勉強や仕事をしていると集中できずに何となくボーっとしていることはありま
せんか？ 寝不足が続くと食欲がなくなったりしませんか？
元気な体と心を育てるには、規則正しい生活習慣と食事にとても深い関係があります。
朝ごはんは一日の最初の食事。眠っていた体と心を起こしてくれる大切なエネルギー
です。夕食を食べる時間が遅い、寝る直前に物を食べてしまう…などすると朝は食欲
がわきにくいのです。また、お昼までの長時間何も食べずにいると脳が働くためのエ
ネルギーが不足してぼんやりしてしまいます。他にも「排便がない」、「食欲がない」、
「夜眠れない」、「体がだるい」、「イライラする」など体に影響がでます。一日三
回の食事を決まった時間に食べていると、次の食事の1時間ほど前から食べ物を消化す
るために必要な唾液や消化液がたくさん出てきます。体は自然に食事をするための準
備をしています。規則正しく食事をとれたらごはんはとてもおいしく感じますね。
またおいしいご飯を食べるには楽しい雰囲気も必要です。夜ごはんは一番ゆっくり

できる食事時間です。今日あったことや楽しかったこと、ちょっと嫌だったことなど、
湯気の立つおいしいごはんやおかずを囲んで大切な家族と一緒に食べる食事は大きな
エネルギーになってくれます。



内
談
町
婦
人
意
見
発
表
大
会
が
、
10
月
22
日（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
代
表
の
方
々
に
よ

る
熱
の
こ
も
っ
た
素
晴
ら
し
い
発
表
に
、
観
客
一

同
心
を
打
た
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。
発
表
の
内
容

は
冊
子
に
し
ま
し
て
地
区
の
公
民
館
に
配
布
い
た

し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い

（
冊
子
配
布
は
11
月
末
予
定
）。

2004.11.5.（12）

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

10
月
10
日（
日
）、
内
談
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
子

ど
も
凧
遊
び
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
当

日
は
心
配
さ
れ
た
台
風
の
影
響
も
な
く
絶
好
の
凧

日
和
の
下
、
参
加
し
た
1
6
0
名
の
子
ど
も
達
は

自
作
の
金
魚
の
形
を
し
た
凧
を
風
に
乗
せ
、
凧
揚

げ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
子
ど
も
達
の

「
願
い
札
」を
貼
っ
た
2
つ
の
大
凧
揚
げ
に
、
父
母
、

子
ど
も
達
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
ど
ち
ら

も
見
事
に
爽
や
か
な
秋
の
青
空
に
舞
い
上
が
り
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
も
創
作
凧
を
考
案
し
た
凧
名
人
の

小
関
章
さ
ん
が
東
京
か
ら
応
援
に
か
け
つ
け
、
凧

に
つ
い
て
の
愉
快
な
お
話
や
凧
揚
げ
に
子
ど
も
達

共
々
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

入
賞
し
た
皆
さ
ん
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

第
9
回
内
談
町

子
ど
も
凧
遊
び
大
会

石
川
県
住
宅
供
給
公
社
、
内
談
町
、
内
談
北
部

土
地
区
画
整
理
組
合
が
主
催
す
る
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

県
内
の
写
真
愛
好
家
ら
か
ら
85
点
の
応
募
が
あ

り
、
最
優
秀
賞
に
は
公
園
で
寝
こ
ろ
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
を
写
し
た
金
沢
市
城
南

2
丁
目
、
会
社
員
浦
鋭
二
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
6
名
の
表
彰
式
は
10
月

10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

城
戸
康
平
さ
ん

嶋
田
和
子
さ
ん

徳
山
慎
一
さ
ん

馬
戸

武
さ
ん
（
金
沢
市
）

能
村
千
恵
子
さ
ん
（
内
談
町
）

白
帆
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
決
ま
る

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

人
意
見
発
表
会

婦

☆
低
学
年
の
部

○
内
談
凧
名
人
賞

鶴
ヶ
丘
小
学
校

東

功

向
粟
崎
小
学
校

西
田

紗
希

○
内
談
凧
博
士
賞

大
根
布
小
学
校

米
田

真
吾

宮
坂
保
育
所

中
村

歩
夢

鶴
ヶ
丘
保
育
所

小
西

杏
奈

鶴
ヶ
丘
小
学
校

佐
藤
わ
か
な

○
内
談
凧
ド
リ
ー
ム
賞

大
根
布
小
学
校

木
下

友
博

誠
美
幼
稚
園

高
下

瑛
吉

北
部
保
育
所

中
左

杏
寿

向
粟
崎
小
学
校

久
田
伊
万
里

大
根
布
保
育
所

磯
辺

優
奈

北
部
保
育
所

辻
村

葉
名

☆
高
学
年
の
部

○
内
談
凧
名
人
賞

西
荒
屋
小
学
校

辻
村

卓
也

清
湖
小
学
校

大
和
真
吏
奈

○
内
談
凧
博
士
賞

鶴
ヶ
丘
小
学
校

谷
口

礼
佳

鶴
ヶ
丘
小
学
校

田
中

湧
也

鶴
ヶ
丘
小
学
校

森
下

優
里

清
湖
小
学
校

山
本

知
佳

○
内
談
凧
ド
リ
ー
ム
賞

清
湖
小
学
校

佐
々
木
海
斗

清
湖
小
学
校

桶
谷

潤

大
根
布
小
学
校

寺
本

圭
吾

鶴
ヶ
丘
小
学
校

西
田
亜
珠
沙

大
根
布
小
学
校

安
宅
ふ
ら
の

大
根
布
小
学
校

北
野

志
穂
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
交
通
ル
ー
ル
を
採
用
し
た

「
河
北
お
達
者
隊
交
通
安
全
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
9
月
27
日
、
か
ほ
く
市
高
松
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
河
北
お
達
者
隊
」
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
組

織
し
て
い
る
交
通
安
全
団
体
で
、
河
北
郡
市
か
ら
隊

員
90
名
が
参
加
し
、
内
談
支
隊
の
中
居
栄
作
（
鶴
ヶ

丘
4
丁
目
）
さ
ん
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

内
談
支
隊
（
支
隊
長

石
川
重
美
氏
）
か
ら
18
名

が
参
加
し
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
交
通
法
規
ク

イ
ズ
や
横
断
歩
道
の
渡
り
方
も
勉
強
し
ま
し
た
。

河
北
郡
市
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
し
た「
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集
が
河
北
郡
市
交
通
安
全

協
会
主
催
で
開
催
さ
れ
、
応
募
ポ
ス
タ
ー
52
点
の

作
品
か
ら
11
点
の
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
、
9
月
30

日
、
津
幡
警
察
署
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
作
品
は
、
来
年
度
の
交
通
安
全
運
動
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

内
談
町
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

河
北
郡
市
交
通
安
全
協
会
長
賞

山
口
真
央
（
向
粟
崎
小
6
年
）

河
北
郡
市
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
長
賞

米
田
文
香
（
同
右
）

津
幡
警
察
署
長
賞

藤
井
義
巳
（
鶴
ヶ
丘
小
6
年
）

同
右

高
桑
佑
弥
（
向
粟
崎
小
6
年
）

街
頭
交
通
推
進
隊
長
賞

直
井
彩
香
（
同
右
）

内
談
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

牲
２
８
６
│

６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
談
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当

FAX
２
８
６
│

０
６
１
７

10
月
19
日
（
火
）、
内
談
体
育
館
に
お

い
て
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
16

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
7
5
0
人
あ
ま
り
の
選
手
が

集
ま
り
、
ク
ラ
ブ
対
抗
形
式
で
勝
敗
を
競
い
ま
し
た
。

ラ
ケ
ッ
ト
リ
レ
ー
、
ボ
ー
ル
送
り
ゲ
ー
ム
、
碁
石

移
し
等
5
種
目
が
行
わ
れ
、
の
ん
び
り
着
実
に
進
む

人
あ
り
、
勢
い
あ
ま
っ
て
転
ぶ
人
あ
り
と
選
手
達
み

な
そ
れ
ぞ
れ
に
競
技
に
取
組
み
、
思
い
思
い
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。
歓
声
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
選
手
た
ち

は
勝
敗
を
越
え
お
互
い
の
健
康
を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

ち
な
だ

愉
快
な
仲
間
た
ち

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

安
協
長
、
安
管
長
賞
を
受
賞

交
河
北
お
達
者
隊
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
に
中
居
さ
ん
が
優
勝

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

平
成
12
年
結
成
以
来
、
内
談
町
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
多
数
参
加
を
し
、
今
年
は
内
談
ら
し
く
大
空
に
舞

う
凧
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
『
平
和
の
祈

り
天
ま
で
届
け
』
を
披
露
す
る
な
ど
、
地
域
に
密
着

を
し
た
活
動
を
続
け
て
い
る
『
う
ち
な
だ
愉
快
な
仲

間
た
ち
』。先
日
開
催
さ
れ
た
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
日

本
海
押
水
本
祭
で
は
見
事
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
残
り
、
中

央
支
部
５
位
入
賞
と
い
う
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

「
全
大
会
出
場
と
フ
ァ
イ
ナ
ル
進
出
を
達
成
で
き
た

こ
と
が
メ
ン
バ
ー
の
自
信
と
な
り
、
練
習
に
対
す
る

取
組
み
も
違
っ
て
き
た
。」と
語
る
代
表
の
工
久
美
子

さ
ん
。

今
は
11
月
13
日
に
内
談
高
校
で
開
催
さ
れ
る
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
日
本
海
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
踊
る
こ
と
が
決
ま
り
、
メ
ン
バ
ー
一
同
練
習

に
励
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
常
時
メ
ン
バ
ー
募
集
中

と
の
こ
と
な
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
練
習
だ
け
で
も

の
ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

う
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役 場 代 表 286－1111

町 民 部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建 設 課286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総 務 部
総 務 課286－6720
町史編さん室 286－6705
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税 務 課286－6706

企 業 局
水 道 課286－1115
新エネルギー開発対策室286－1115
下 水 道 課286－6718

出 納 室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図 書 館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働 く女性の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
蹟公共施設等管理公社286－1800
社会福祉協議会 286－6953

お問い合わせは
こちらまで

※
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま

す
。

※
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
支
給
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

手
続
き
窓
口
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
を

助
成
し
て
い
ま
す

6
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対
象
に
（
1
児
童

1
回
）
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
金
額
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入

金
額
の
3
分
の
1
で
上
限
は
5，
0
0
0
円
で

す
。

●
印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
銀
行
口
座
番
号

●
シ
ー
ト
購
入
時
の
領
収
書

●
シ
ー
ト
の
保
証
書
ま
た
は
取
扱
説
明
書

を
も
っ
て
町
民
生
活
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

児
童
手
当
が
小
学
校
3
年
生

ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
！

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、
義
務
教

育
就
学
前
（
6
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
か
ら
、
小
学
校
第
3
学
年
修
了
前
（
9

歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る

児
童
の
保
護
者
の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
認
定

請
求
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
至
急
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の
▼

①
認
定
請
求
書

②
請
求
者
（
児
童
の
保
護
者
）
の
認
印

③
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳

（
郵
便
局
以
外
）

④
健
康
保
険
証

⑤
平
成
16
年
1
月
2
日
以
降
に
内
談
町
に

転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
町

村
発
行
の
平
成
16
年
度
の
所
得
証
明
書

が
必
要
で
す
。

（
注
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト

冬
だ
け
ど
水
中
運
動
会

期
日
▼
12
月
12
日
（日）

午
前
10
〜
12
時

場
所
▼
内
談
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル

主
催
▼

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
プ
ラ
ッ
ツ
う
ち
な
だ

対
象
▼
小
学
生
〜
大
人
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
▼

◎
ウ
オ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
by
内
中
水
泳
部

◎
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
披
露

競
技
▼

水
中
玉
入
れ
・
宝
探
しetc.

申
し
込
み
方
法
▼

所
定
の
用
紙
に
て
内
談
町
温
水
プ
ー
ル
ま

で
提
出
（
参
加
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル

酒
井
ま
で

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
談
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
14
年
12
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方

注：

65
歳
に
な
ら
れ
る
方

で
障
害
手
帳
１
級
・
２
級
・
３
級
及
び
療
育

Ａ
・
B
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
該
当
し

ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
11
月
25
日
（木）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保

険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の

口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
保
険
年
金
課

静
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パ
ソ
コ
ン
教
室

平
成
16
年
度
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を

内
談
町
役
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ー
ス
等
▼
定
員
は
各
コ
ー
ス
20
名
で
す
。

コ
ー
ス
A
―

1

12
月
6
日
（月）
〜
9
日
（木）

時
間

午
前
10
時
〜
12
時

コ
ー
ス
B
―

1

1
月
11
日
（火）
〜
14
日
（金）

時
間

午
前
10
時
〜
12
時

コ
ー
ス
A
―

2

12
月
6
日
（月）
〜
9
日
（木）

時
間

午
後
7
時
〜
9
時

コ
ー
ス
B
―

2

1
月
11
日
（火）
〜
14
日
（金）

時
間

午
後
7
時
〜
9
時

コ
ー
ス
C

1
月
15
日
（土）
〜
16
日
（日）

時
間

午
前
9
時
〜
12
時

対
象
者
▼
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
、
町
内
在
住
の

成
人
の
方

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
高
齢
者
（
60
歳
以

上
）
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

会
場
▼
内
談
町
役
場
1
階

1
0
1
会
議
室

申
し
込
み
方
法
▼

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
11
月
25
日
必
着
で
生

涯
学
習
課
ま
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
▼
〒
9
2
0
―

0
2
9
2

内
談
町
大
学
1
丁
目
2
番
地
1

内
談
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

宛

そ
の
他
▼
講
習
代
無
料

テ
キ
ス
ト
代
1，
5
0
0
円
〜
2，
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
相
談
日
開
設

目
的
▼

人
権
擁
護
委
員
は
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
を
め
ぐ
る
各
種
の
人
権
問
題
に

関
す
る
積
極
的
な
取
組
を
行
う
た
め
、「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
通
じ
て
、
積
極

的
に
指
導
・
助
言
を
行
い
、
人
権
侵
犯
の
疑

い
の
あ
る
事
案
を
認
知
し
た
場
合
に
は
事
案

に
応
じ
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
期
間
中
（
11
月
12
日
〜
25
日
）

に
お
い
て
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
及

び
石
川
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
全
国
一

斉
相
談
日
を
設
け
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
通
じ
て
、
女
性
の
人
権
相
談
に
応

じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

開
設
日
▼

拭
一
斉
相
談
日

11
月
21
日
（日）

植
相
談
時
間

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

相
談
電
話
▼

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

牲
0
7
6
―

2
9
1
―

0
0
4
0

相
談
担
当
者
▼

女
性
の
人
権
問
題
に
適
切
に
対
応
で
き
る

委
員
、
弁
護
士
委
員

主
催
▼
金
沢
地
方
法
務
局

石
川
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

働
く
女
性
の
家
講
座
の
ご
案
内

I
T
相
談
会
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
知

識
・
操
作
に
関
す
る
相
談
会
）

◎
パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
て
み
よ
う

日
時

1
回
目

12
月
6
日
（月）

2
回
目

12
月
9
日
（木）

時
間

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

◎
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

日
時

1
回
目

12
月
13
日
（月）

2
回
目

12
月
16
日
（木）

時
間

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

講
師
▼
石
川
県
I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

受
講
料
▼
無
料

持
ち
物
▼

筆
記
用
具
・
あ
れ
ば
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

定
員
▼
各
10
名

締
切
日
▼
11
月
29
日
（月）

対
象
者
▼
町
内
在
住
者
ま
た
は
町
内
勤
務
の

方
（
学
生
は
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
働
く
女
性
の
家

（
月
〜
金

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
へ
の
お
誘
い

お
正
月
ア
レ
ン
ジ

松
花
風
に
作
り
、
お
正
月
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
。

日
時
▼
12
月
10
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師
▼
竹
内
み
よ
え

場
所
▼
働
く
女
性
の
家

2
階
講
習
室

受
講
料
▼
5
0
0
円

そ
の
他
材
料
費
と
し

て
1，
0
0
0
円
〜
1，
5
0
0
円

持
ち
物
▼
花
切
り
ば
さ
み

定
員
▼
15
名

締
切
日
▼
11
月
30
日
（火）
ま
で

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
生
花
を
人
数
分
用
意
し
ま
す
の
で
、
締
切

日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
働
く
女
性
の
家

（
月
〜
金

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

★
皆
様
、
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
！
★

リ
ー
ス
作
り
の
ご
案
内

1
年
中
使
え
る
リ
ー
ス
を
あ
な
た
も
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
▼
12
月
5
日
（日）

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

場
所
▼
内
談
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
西
荒
屋
ハ
24
―

4
）

講
師
▼
谷
内
明
子

受
講
料
▼
1，
5
0
0
円
（
材
料
費
）

定
員
▼
15
名

申
し
込
み
締
切
日
▼
11
月
30
日
（火）

申
し
込
み
先
▼
内
談
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

牲
2
8
6
―

5
4
3
8

工
夫
次
第
で
ク
リ
ス
マ
ス
用
リ
ー
ス
に
も

な
る
よ
。
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『
男
性
だ
け
』で
の
社
交
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
の
ご
案
内

内
談
町
に
在
住
の
方
で
社
交
ダ
ン
ス
に
興

味
の
あ
る
方
ど
う
し
で
『
サ
ー
ク
ル
』
を
発

足
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
社
交
ダ
ン
ス
を
さ
れ
る
方
も
大
歓

迎
で
す
。

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
が
基
本
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
丁
寧
に
指
導
致
し
ま
す
。
時
に
は
他

の
サ
ー
ク
ル
と
の
交
流
で
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
楽
し
い
仲
間
づ
く
り

と
健
康
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
間
▼
12
月
2
日
〜
毎
週
木
曜
日

時
間
▼
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
▼
向
粟
崎
体
育
館

内
容
▼
拭
社
交
ダ
ン
ス
入
門
お
よ
び
初
級

植
社
交
ダ
ン
ス
中
級

受
講
料
▼
2，
5
0
0
円
（
1
ヶ
月
4
回
）

講
師
▼
ビ
ク
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
所
属

・
高
畠
三
郎
（
石
川
県
プ
ロ
、
ダ
ン
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
会
員
）

・
佐
々
木
満
子
（
石
川
県
プ
ロ
、
ダ
ン
ス
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
会
員
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

牲
2
3
7
―

1
7
5
1
（
高
畠
）

牲
0
9
0
―

3
7
6
6
―

7
2
4
3

（
佐
々
木
）

子
育
て
講
演
会
2
0
0
4

丹
羽
俊
夫
先
生
を
お
招
き
し
て
、
教
育
講

演
会

演
題
▼
「
思
春
期
の
子
育
て
を
考
え
よ
う
」

場
所
▼
内
談
町
役
場
1
階

町
民
ホ
ー
ル

期
日
▼
11
月
19
日
（金）

時
間
▼
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

対
象
▼
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

主
催
▼
内
談
中
学
校
P
T
A

豊
か
な
心
を
育
む
内
談
町
民
会
議

問
い
合
わ
せ
先
▼

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

太
鼓
を
た
た
こ
う
！

90
分
で
分
か
る
和
太
鼓
講
座

金
沢
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
（
テ
レ
ビ
会

議
）
ミ
ニ
講
演

和
太
鼓
の
歴
史
や
現
状
に
も
ふ
れ
な
が
ら
、

和
太
鼓
を
演
奏
す
る
う
え
で
ど
う
い
う
点
が

大
切
か
、
ま
た
、
楽
譜
の
利
用
方
法
と
そ
の

限
界
な
ど
に
つ
い
て
、
実
演
を
ま
じ
え
な
が

ら
お
話
し
ま
す
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に

て
）。

場
所
▼
内
談
町
文
化
会
館

3
階
視
聴
覚
室

日
時
▼
11
月
13
日
（土）

時
間
▼
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

講
師
▼
木
越

治
（
文
学
部
教
授
）

費
用
▼
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
先
▼

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン

南
中
ソ
ー
ラ
ン
に
ま
な
ぶ
講
演
会

ド
ラ
マ
3
年
B
組
金
八
先
生
に
登
場
！

テ
ー
マ
▼
青
少
年
に
夢
と
希
望
を

講
師
▼
大
久
保

慧

日
時
▼
11
月
13
日
（土）

開
場

午
後
12
時
30
分

開
会

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

場
所
▼
石
川
県
立
内
談
高
等
学
校

主
催
▼
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
日
本
海

組
織
委
員
会

後
援
▼
石
川
県
教
育
委
員
会
、
北
國
新
聞
社
、

テ
レ
ビ
金
沢

協
力
▼
石
川
県
立
内
談
高
等
学
校

問
い
合
わ
せ
先
▼
事
務
局

桶
谷

牲
0
7
6
7
―

2
8
―

5
8
8
0

大
久
保
慧

さ
と
し

氏

・
サ
ハ
リ
ン
生
ま
れ
（
旧
樺
太
）

・
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
卒

・
北
海
道
最
北
の
地
、
室
谷
地
方
、
稚
内
市
で
教

員
生
活
38
年
。

・
最
終
校

稚
内
市
立
稚
内
南
中
学
校
校
長
（
平

成
2
年
〜
5
年
）

・
平
成
3
年
「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」
誕
生
に
貢
献
。

・
平
成
4
年

テ
レ
ビ
東
京
、
日
本
民
謡
・
民
舞

大
賞
出
演

奨
励
賞
（
4
位
）
受
賞

・
平
成
5
年

テ
レ
ビ
東
京
、
日
本
民
謡
・
民
舞

大
賞
出
演

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

・
平
成
14
年
5
月
5
日
N
H
K
ラ
ジ
オ
深
夜
便

「
こ
こ
ろ
の
時
代
」「
子
供
に
祭
り
を
」
に
出
演

・
現
在
、
映
画
「
稚
内
発
『
学
び
座
』
ソ
ー
ラ
ン

の
歌
が
聞
こ
え
る
」
と
共
に
全
国
講
演
。

・
現
在
役
職
名

北
海
道
教
育
振
興
会
常
任
理
事

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

夕
暮
れ
は
早
め
の
ラ
イ
ト
で
事
故
防
止

こ
れ
か
ら
日
没
が
早
く
な
り
悪
天
候
が
予

想
さ
れ
、
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
死

亡
事
故
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
夕
暮

れ
時
（
4
時
頃
）
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
ま
し
ょ
う
！

ま
た
、
高
齢
者
の
方
は
外

出
時
に
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

牛
肉
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

が
実
施
さ
れ
ま
す

「
牛
の
個
体
識
別
の
た
め
の
情
報
管
理
及
び

伝
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
牛
肉
ト
レ
サ

法
）
が
昨
年
6
月
に
公
布
さ
れ
、
生
産
と
畜

段
階
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
1
日
か
ら
、

流
通
段
階
に
つ
い
て
も
本
年
12
月
1
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
牛

肉
に
か
か
る
牛
の
情
報
が
正
確
に
伝
達
さ
れ

る
と
と
も
に
、
牛
肉
の
生
産
履
歴
な
ど
を
遡

及
、
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
北
陸
農
政
局

消
費
・
安
全
部
地
域
第
一
課

牲
0
7
6
―

2
4
1
―

3
1
5
1

担
当

牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
係

流
通
段
階
で
の
措
置
（
と
畜
場
か
ら
小
売
店
）

ア

個
体
識
別
番
号
の
表
示
が
義
務
付
け
さ
れ
ま
す
。

イ

そ
の
対
象
と
な
る
の
は
「
特
定
牛
肉
」
で
す
。

ウ

特
定
牛
肉
と
は
、
個
体
識
別
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
牛
か
ら
得
ら
れ
た
牛
肉
で
す
。

エ

卸
売
段
階
に
お
け
る
枝
肉
や
部
分
肉
、
小
売
段

階
に
お
け
る
精
肉
が
該
当
し
ま
す
。
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骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に
ご
協
力
を

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
は
、
以
前
は
有

効
な
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
骨

髄
移
植
に
よ
り
健
康
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
骨
髄
を

提
供
し
て
下
さ
る
方
が
足
り
ま
せ
ん
。
骨
髄

バ
ン
ク
登
録
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

骨
髄
ド
ナ
ー
の
登
録
は
、
常
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
保
健

所
ま
た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

蹟
骨
髄
移
植
推
進
財
団

牲
0
1
2
0
―

4
4
5
―

4
4
5

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

石
川
県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

牲
0
7
6
―

2
2
5
―

1
4
3
8

災
害
復
興
住
宅
融
資
の
ご
案
内

こ
の
た
び
の
平
成
16
年
台
風
18
号
に
よ
り
、

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
で
は
住
宅
に
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
を
対
象
に
、
災
害
復
興
住
宅
融
資

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
庫
融

資
を
受
け
て
現
在
返
済
中
の
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
返
済
方
法
に
関
す
る
ご
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
陸
支
店

（
0
7
6
―

2
6
3
―

3
4
2
1
）ま
た
は
取
扱

金
融
機
関
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者

平成16年度入札契約一覧（100万円以上）

1 10月19日 道路台帳修正委託業務 セントラル航業㈱ 1,386,000

2 10月19日 千鳥台1丁目地内汚水管きょ築造工事 ㈲大谷土木 4,935,000

契約金額（税込み）

（単位：円）

03 10月12日 幹7号大根布線消雪井戸二重管改修工事 ㈱ホクコク地水 5,565,000 5,873,700

04 10月19日 千鳥台1丁目舗装改良工事 丸建道路㈱ 9,450,000 9,833,250

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

内談町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を昨年度から試行しています。試行の対象は予定価格500万円以上の建設工事です。
（予定価格試行対象工事）

平成16年9月分 ごみ搬出量

未来のためのリサイクル

（単位：トン）

もえるごみ 624.98 629.59 △4.61 △0.73％

もえないごみ 35.96 54.69 △18.73 △34.25％

計 660.94 684.28 △23.34 △3.41％

町民1人当り（㎏） 24.59 25.43 △0.84 △3.30％

19.75 19.88 △0.13 △0.65％
缶・びん・ペット
ボトル等

平成16年（Ａ） 平成15年（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ） 増減率

か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
よ
う

冬
は
寒
さ
や
乾
燥
の
た
め
に
、
か
ぜ
を
ひ

き
や
す
い
季
節
で
す
。
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
。

日
頃
か
ら
体
調
を
整
え
、
元
気
に
冬
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

平
成
16
年
度

高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
（
65
歳
以
上
）

が
一
部
自
己
負
担
で
接
種
で
き
ま
す
。
接
種

希
望
者
は
す
で
に
送
付
し
て
あ
り
ま
す
接
種

券
お
よ
び
予
診
票
を
持
参
の
上
、
医
療
機
関

で
接
種
く
だ
さ
い
。
な
お
、
医
療
機
関
に
は

予
約
（
電
話
連
絡
）
の
上
、
受
診
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間
▼
11
月
１
日
〜
12
月
31
日

（
た
だ
し
休
診
日
は
除
き
ま
す
。年
末
は
休
診

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

接
種
場
所
▼
町
が
契
約
す
る
医
療
機
関

（
案
内
時
に
一
覧
表
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
一
覧
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
医
療
機

関
で
接
種
希
望
の
場
合
は
内
談
町
保
健
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

自
己
負
担
額
▼
５
０
０
円

（
医
療
機
関
窓
口
で
お
支
払
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
談
町
保
健
セ
ン
タ
ー

期
間
の
後
半
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

事
前
予
約
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
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今月の納税
納期限 平成16年11月30日（火）
― 町税は納期内に納付しましょう ―

○国民健康保険税 第8期
町税（町民税・県民税、固定資産税・都市

計画税、軽自動車税、国民健康保険税）の納
税は便利で簡単な手続きの口座振替をお勧め
します。
～手続き方法～
納税通知書・預金通帳・預金口座使用印を

お持ちの上、下記の金融機関又は役場窓口で
お申し込みください。
北國銀行・福井銀行・北陸銀行・金沢信用金庫・
興能信用金庫・のと共栄信用金庫・石川かほ
く農業協同組合・郵便局

問い合わせ先 総務部税務課

【お願い】
①当日、ご都合の悪い方は、上記日程の都合の良
い日時をご利用ください。
②駐車場に限りがありますので、なるべく公共交
通機関をご利用ください。
③同封しました関係書類を必ずご持参ください。

上記年末調整説明会に関することの問い合わせ先
金沢税務署 牲076－261－3221

～北陸税理士会金沢支部～
北陸税理士会金沢支部では、11月11日から17

日までの「税を考える週間」にちなんで、下記日程
により無料税務相談を行いますので、ぜひご利用く
ださい。
開催日時 11月13日（土）午前9時から正午
場所 「税理士会館」金沢市北安江3－4－6
（電話による相談も受け付けますのでお気軽にお電話ください）

相談電話番号 076－224－9034
問い合わせ先
北陸税理士会金沢支部
電話番号：076－223－1841

個人事業税の納期限は
11月30日です！
最寄りの金融機関で納期内に納税しましょう。
【口座振替納税制度のお勧め】
あなたの指定する金融機関の預金口座を利

用して、自動的に納税すべき県税の額を振り
替える口座振替納税制度をご利用ください。
手続は、金融機関に備え付けの口座振替申出
書に必要事項を記載して提出してください。
問い合わせ先
石川県総務部税務課 牲076－225－1272

「高齢者社会を支える税」
今世紀半ばには、国民の3人に1人が65歳以上の

高齢者という「超高齢化社会」が到来することが予
測されています。
それに伴い、社会保障の給付と負担の増大が見込

まれ、必要な公的サービスを行うための財源となる
税の役割はますます重要になります。
その税を、だれが、どの程度、どのように負担し

ていくべきなのでしょうか。
社会の構造変化に対応するため、私たちも税の果

たす役割を理解し、税のあり方について真剣に考え
てみませんか。

平成16年分年末調整説明会のご案内

会場の住所 金沢市鞍月2－1（牲076－268－2010）

11月25日
（木）

月 日 時 間 会 場 対象者

午後2時
～4時

石川県
地場産業
振興センター
（大ホール）

本店法人の
うち
ア行～サ行

本店法人の
うち
タ行～ワ行

官公庁・
支店法人・
その他の
法人・個人

午後2時
～4時

午前10時
～12時

11月26日
（金）

11月11日（木）～17日（水）
～「税を知る週間」から「税を考える週間」へ～

税について考えましょう 土曜日に無料税務相談を開催
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物 家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（10月21日まで受付分）

希望者 提供者交渉成立

環境対策室

紹介登

録
（
６
カ
月
間
）

登

録
（
６
カ
月
間
）

不用品リサイクルの登録情報は内談町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

譲
り
ま
す

新
着
情
報

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●マットレス（ダブルサイズ）●女児靴（13㎝以上）●キャラクター玩具
●二段ベッド ●「日本の古典」全20巻 ●「人間世界史」全20巻
●テレビ（14インチ） ●冷凍冷蔵庫 ●テレビ台（幅80㎝）
●内談中男子半袖カッターシャツ（150～160㎝）
●室内用犬小屋（小型） ●フードプロセッサー
●外付網戸（主に県住用）

●譲って下さい（希望品）
電動介護ベッド、ベビーゲート、双児用ベビーカー、
ロックミシン、全自動洗濯機、男児用自転車（16インチ）、
ベビーラック、太鼓（おもちゃ、大人用）、ワープロ、
チャイルドシート、自転車の後部用座席、カラープリンター、
冷凍冷蔵庫（高さ100㎝程）、内談中学校女子制服、
オーブントースター、子供用浴衣（2～3才用）、
シンガーミシンの電気コード、コタツ、女児洋服80㎝以上、
キャリーバッグ（猫用）、男児洋服（100㎝以上）、パソコン、
テレビ（18インチ以上）、鶴ヶ丘小上着（150～160㎝）、
清湖小女児制服ブラウス（160㎝）

●譲ります（提供品）
ワープロ、洋風照明器具、電気ストーブ、
男児用浴衣（1～2才用）、
三輪車、女児用浴衣（7～8才用）、
子供用壁掛式身長計、
ガラステーブル（小型）、ロフトベッド、
クーハン、ベビーカー

不用品リサイクル登録情報

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談
（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
談
町
働
く
女
性
の
家

と

き
▼
11
月
19
日
（金）

午
後
1
時
〜
4
時

12
月
の
は
ま
な
す
大
学
（
第
10
回
）

日
時
▼
12
月
6
日
（月）

午
後
1
時
30
分
〜

場
所
▼
文
化
会
館

3
階

視
聴
覚
室

演
題
▼「
万
葉
の
恋
歌
」

講
師
▼
石
川
県
神
社
庁

庁
長

厚
見

益
樹

氏

11
月
の
は
ま
な
す
大
学
（
第
9
回
）

日
時
▼
11
月
19
日
（金）

午
後
1
時
30
分
〜

場
所
▼
文
化
会
館

3
階

視
聴
覚
室

演
題
▼「
心
の
く
ず
か
ご
」

講
師
▼
座
主

祝

氏

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金
の
受
付
を

始
め
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す

12
月
30
日
ま
で
内
談
町
役
場

牲
2
8
6
―

1
1
1
1

12
月
30
日
ま
で
日
本
赤
十
字
社
石
川
県
支
部
内
談
町
分
区

（
内
談
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

牲
2
8
6
―

6
9
5
3

12
月
30
日
ま
で
石
川
県
共
同
募
金
会
河
北
郡
支
会
内
談
町
分
会

（
内
談
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

牲
2
8
6
―

6
9
5
3
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

ツベルクリン反応検査とBCG接種
11月9日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

11月11日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成16年7月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●BCG 接種（受付時間）13：15～14：00

｝
12月14日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

12月16日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成16年8月生｝

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

11月24日（水）
10：00～11：00
（受付9：30～10：00）

会場：保健センター

〈持ってくるもの〉
・はさみ
・セロテープ
・きれいな
包装紙やちらし

秋の遊び
～ミニファッションショー～

11月19日（金）
（要予約）

『ママに赤ちゃん
に大事な栄養』
◎妊娠・出産・授乳・
離乳食アラカルト
・ママに赤ちゃんに
必要な栄養とは
・母乳によい栄養
・作ってみよう基本
の離乳食

12月17日（金）

『レッツ！
出産準備』

◎何を準備すればい
い？
・使える赤ちゃん
用品は？
・心の準備「お母さ
んになるって？」
・育児の協力 家庭
のサポート

受付 13：00～13：15 教室 13：30～15：30時間

日程

会場

内容

保健センター

1月14日（金）

『妊娠中気をつけた
らよいことは？』
◎妊娠による身体の
変化に対応
・快適マタニティ
ライフのコツ！
・トラブル改善 マタ
ニティストレッチ
・お口の健康
ママも赤ちゃんも！

2月10日（木）
（要予約）

『赤ちゃんと一緒の
生活をイメージ』
◎赤ちゃんと一緒に
遊ぼう
・赤ちゃんとふれあ
おう（すくすく赤
ちゃん同時実施）
・聞いてみよう！
先輩ママの育児体験
・簡単手作おもちゃ

プレママクラス♪

3才児健診
11月 2日（火）対象13年 7月生
12月 7日（火）対象13年 8月生

4か月児健診
11月 9日（火）対象16年 7月生
12月14日（火）対象16年 8月生

1才6か月児健診
11月16日（火）対象15年 4月生
12月21日（火）対象15年 5月生

（受付時間）13：00～14：00

11月11日（木）

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

絵本の読みきかせや
フリートーク、子ども
と楽しむ手あそびなど
もあります。お母さん、
おばあちゃんなどおと
なだけの参加もどうぞ！
どなたでもお気軽に
おいでくださいネ。

『しょうぼうじどうしゃじぷた』
渡辺茂男 さく 山本忠敬 え

10：30～11：00
0～2才児のための絵本

11：00～11：30
3才～小学生のための絵本

1階の一部を工事いたしてお
ります。ご迷惑をおかけいた
しますが、ご協力をお願いい
たします。

献血のお知らせ
11月23日（火・祝）

ご協力をお願いいたします。

19：00～12：00
鶴ヶ丘西公民館

11月18日（木）14：00～

モグモグ相談

すくすく赤ちゃん!!
11月18日（木）
13：30～14：00
（受付 13：00～13：30）

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

0才児の親子あそびの教室

◎今月のテーマ
『ふれあいわらべうた』

申し込みをされた方は、予約時間におい
でください。申込〆切…11/15（月）まで

ひよこっこサークル
12月1日（水）対象 5～6か月児

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30

教 室 13：30～15：00

（内容）こどもたちの栄養を考えよう
～離乳食すすんでる？～

※ 5～6か月児以外の方でも、離乳食のす
すめ方などで聞きたいことがある方はお
越しください。
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10月12日までの
届出分

裕
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台
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・
美
穂

緑
台
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4
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司
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博
・
美
智
子

北
部
土
地
区
画

貴
大
・
真
理

緑
台
1

次回のまいどさんは藤森さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

藤森敬準さん（鶴ヶ丘４）

今月は 松田六郎さん から紹介のあった、藤森敬準さん に登場していただきます。

内談の自然と環境に満ちたこのすばらしい町に住みついて34年の歳月が
たちました。
私は今は職から離れ、一時は力も抜け侘しい気持ちで過ごした時もありま
したが、これに負けてはいけないと己に渇を入れ、気分転換を図りました。昭
和の激動の時代を生きてきた体験を次の世代を担う若者達や我が子孫に語り
伝えなければならないということです。その為には私自身元気でいることが
必要で、生活面で心掛けていることは体を動かすことを主に、朝はきれいな空
気を吸いながらウォーキングをする。歩いている行程で行き違う人達と「おは
ようございます」とお互いに声をかけあって気を晴らし、家に着いてから終末
運動と体の手入れをして一区切り（約1時間30分）、あとは家の雑用と、合間に
好きな推理小説を読んで犯人当てなどしています。他に町会、公民館行事にも
積極的に参加し、鶴西の老人会・凧の会にも入会し会員の皆さん達と仲良く世
間話などして有意義な時間を過ごすようにしております。私の一日一番の楽
しみは、大好物の晩酌をおいしく味わうことです（飲み過ぎは禁物）。
今、目標としていることは元気で長生きすること。それには健康が第一で、
人との触れ合いを大切にし、年齢に似合った生活が必要と思っています。

町へ一言：日本一の住み良い町づくりにするよう頑張ってください。

まつ だ ろくろう ふじもりけいじゅん

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

磯
貝

い
そ
が
い

幸ゆ
づ

希き

若
林

わ
か
ば
や
し

愛あ
い

花か

高
橋

た
か
は
し

英え
い

斗と

幸
博
・
幸
子

鶴
ヶ
丘
2

秀
幸
・
優
子

ハ
マ
ナ
ス
1

喜
統
・
千
賀
子
大
清
台

善
意
の

善
意
の
花

●

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
「
生
き
が
い
活
動
教
室
」

参
加
者
の
ご
家
族
か
ら
活
動
に

役
立
て
て
欲
し
い
と
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

内
談
町

●

内
談
町
工
芸
協
会
か
ら
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人

内
談
町
社
会
福
祉
協
議
会

●

内
談
町
商
工
会
女
性
部
役
員

一
同
よ
り
、
新
潟
県
中
越
地
震

災
害
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

●

内
談
町
職
員
Ｏ
Ｂ
会
よ
り
、

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●

大
根
布
4
丁
目
友
楽
会
よ
り
、

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石
川
県
共
同
募
金
会
河
北

支
会
内
談
分
会
（
内
談
町

社
会
福
祉
協
議
会
）

駒こ
ま

井い

犬
湯

い
ぬ
た
か

鶴
ヶ
丘
5

82
才

菊き
く

池ち

ミ
ヨ
子こ

大
根
布
と

67
才

谷た
に

忠
一

ち
ゅ
う
い
ち

向
陽
台
2

84
才

北
川

き
た
が
わ

俊
明

と
し
あ
き

向
粟
崎
1

52
才

天あ
ま

井い

友
一

と
も
い
ち

向
粟
崎
1

78
才

窪く
ぼ

田た

晴
彦

は
る
ひ
こ

大
根
布
2

58
才

中な
か

井い

克
昭

か
つ
あ
き

鶴
ヶ
丘
4

60
才

西に
し

田だ

き
よ
千
鳥
台
1

91
才

根ね

耒ご
ろ

勉
つ
と
む

緑
台
1

56
才

中な
か

塚つ
か

善
信

よ
し
の
ぶ

大
学
2

47
才

中な
か

佐さ

す
みみ

子こ

鶴
ヶ
丘
4

88
才

前
崎

ま
え
さ
き

巖
い
わ
お

室

71
才



毎週

火・金

毎週

月・木

毎週

火・金

2004.11.5.（22）

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ 下記のとおり毎週月・木曜日の地区

と火・金曜日の地区に分かれています。

2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴ヶ丘4丁目

鶴ヶ丘5丁目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大学 1 丁目

大学 2 丁目

大 根 布

宮 坂

北部土地区画

西 荒 屋

室

湖 西

19
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

19
18：30～19：30

19
19：00～20：00

19
19：30～20：30

18
19：00～20：00

18
20：00～21：00

18
19：00～20：00

19
6：30～7：30

26
6：30～7：30

25
19：00～20：00

25
19：00～20：00

21
8：00～8：30

26
8：00～9：00

26
19：00～20：00

26
18：30～19：30

26
19：00～20：00

26
18：00～19：00

26
19：00～20：00

26
18：30～19：30

26
11：00～12：00
18：30～19：30

17
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

11月 12月

17
18：30～19：30

17
19：00～20：00

17
19：30～20：30

16
19：00～20：00

16
20：00～21：00

16
19：00～20：00

17
6：30～7：30

24
6：30～7：30

23
19：00～20：00

23
19：00～20：00

19
8：00～8：30

24
8：00～9：00

24
19：00～20：00

24
18：30～19：30

24
19：00～20：00

24
18：00～19：00

24
19：00～20：00

24
18：30～19：30

24
11：00～12：00
18：30～19：30

17

〃

〃

〃

12

〃

〃

5

12

5

〃

〃

〃

10

〃

〃

〃

〃

〃

〃

毎週

火・金

毎週

月・木

毎週

火・金

8

〃

〃

〃

10

〃

〃

3

10

3

〃

〃

〃

1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,720
449
432
790
1,301
740
1,575
973
664
1,624
530
398
383
430
162
526
238
86

13,021
5

1,791
543
459
861
1,313
797
1,658
1,065
705
1,666
493
617
390
448
157
535
271
86

13,855
3

3,511
992
891
1,651
2,614
1,537
3,233
2,038
1,369
3,290
1,023
1,015
773
878
319
1,061
509
172

26,876
8

1,171
354
327
608
832
525
1,103
725
526
1,103
474
573
270
262
100
313
151
54

9,471
2

内談町字別人口世帯数 平成16年9月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区 分
人 口

男 女 総 数
世帯数

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　1286－6720

11～12月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住 所 T E L
11/7
（日）

11/14
（日）

11/21
（日）

11/23
（火・祝）

11/28
（日）

12/5
（日）

12/12
（日）

政岡医院（内･小） 内談町鶴ヶ丘4丁目1-265 286-1766

河北中央病院（内） 津幡町津幡ハ104 289-2117

茶谷医院（内･小） 内談町西荒屋53 286-8478

酒井医院（内･小･外） 津幡町加賀爪ホ30 289-2006

角田医院（内･小） かほく市高松ナ15-1 281-0012

たなべ眼科医院 津幡町北中条8-57-1 289-6340

浅野医院（内･小） かほく市宇野気リ135 283-0002

上島クリニック（婦･産･内） 津幡町清水ア25 289-2233

北谷クリニック（消･外･小･内）かほく市高松ア1-1 281-8801

二宮内科医院（内･小） 津幡町潟端ト70-8 288-3188

たにぐち眼科医院 内談町大学2丁目197 286-6222

さかきばら内科医院（内･小）津幡町庄ト1-15番地 288-7770

紺井医院（内･小） 内談町緑台1丁目7 238-1277

山崎耳鼻咽喉科クリニック かほく市白尾イ44-2 283-7070

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

祝日、振替休日も、もえるごみの収集をします。
ひもや衣類など長い物は50㎝以下に切って指定袋
に入れてください。

※

発 行 内談町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920－0292 石川県河北郡内談町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

11月17日（水）
12月15日（水）

11月18日（木）
12月16日（木）

11月19日（金）
12月17日（金）

問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

お願い 新聞に折込チラシが混ざっていても構いません。

休日のリサイクルステーション設置についてのお知らせ
アルミ缶、スチール缶、ペットボトルなどは現在、月１回各町会で
回収していただいていますが、お仕事などの都合で町会での回収へ
持ち込みできない人のため、次のとおり、役場に臨時のリサイクルス
テーションを設け、町会同様の資源リサイクルの受付を実施いたし
ますので、ご利用ください。
日時 11月21日（日） 午前10時～11時30分
場所 役場１階西駐車場
内容 アルミ缶、スチール缶、ペットボトル、ビン類、
紙パック、廃食用油

お願い 缶、ビン類、ペットボトル等は洗ってお持ちください。
次回以降の予定 平成17年３月27日（日）
問い合わせ先 町民部環境対策室

お詫び
10月号に掲載しました内談町リハビリ友の会グランドゴ

ルフ大会の記事で漢字の誤りがありました。お詫びし、訂
正いたします。

誤：非願
正：悲願


